
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

　応需情報の入力回数は増加傾向にあり、一定の成果をあげているが、今後もより使い易いシステムを研究していく。

 概算事業費（B（A）+C） 38,985 38,985 40,166 41,094

目標に対

する成果

の状況

消防機関や一般県民に対する啓発活動等により、応需情報の入力回数が増加し、成果をあげることができた。

概　算

人件費

38,159 38,159 39,340

826 826 1,652

0.10 0.10 0.10 0.20

826

0 0 0 0

達成状況

Aの

財源

26,167 26,167 28,194 28,296

11,992 11,992 11,146 11,146

38,159 39,340 39,442 目標 成果

1.1回/

1日以上
合計（A) 38,159 38,159 39,340 39,442

補正予算

応需情報の入力回数

0.9回/

1日

1回/

1日以上

1.1回/1

日

達成

合計 39,340 39,340 39,442

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度26年度26年度26年度 27年度 成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

項目

H25末

（実績）

Ｈ26
H27

目標
当初予算 38,159

委託

広域災害・救急医療情報システムの運営を県医師会

に委託

1,099 1,099 1,099

（当初）

広域災害・救急医療情報シス

テム賃借料等

直接

システムの賃借（5年契約　H23年10月～H28.9月）及

び運用に係る必要経費

38,241 38,241 38,343

・救急告示医療機関による応需情報の入力回数　１回/１日以上

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算）

運営委託

目指す姿

　インターネットを利用して、救急・災害・周産期医療に関する情報、医療機関の機能に関する情報を収集し、県民、医療機関、消防機関

等に必要な医療情報を提供する。

現状

（予算編成

時）

　・広域災害・救急医療情報システムには、医療機関の機能情報、救急病院の搬送受入可否情報、災害時における医療機関の被災情報

等の情報を掲載し、アクセス件数は毎年およそ50万件以上を維持しており、医療機能情報の県民への提供といった一定の役割を果たし

ている。

　・ただし、救急応需情報については、医療機関による空床情報の更新率が低いことなどにより、消防機関による利用率が低い現状があ

る。

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

　医療法、薬事法、救急医療対策事業実施要綱、医療提供体制推進事業補助金交付要綱、長

野県広域災害・救急医療情報システム運営事業実施要領

県民との協働による実施： 実施は困難

４　医療施策の充実 実施期間 Ｓ５９ ～

課・室 医療推進課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail iryo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
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